
北海道旭川市で国内８例目の 
高病原性鳥インフルエンザ発生！ 

・10 月 31 日 秋田県横手市 オオハクチョウ１羽（死亡野鳥） 

・1１月１日 新潟県十日町市 オオタカ１羽（死亡野鳥） 

・11 月 3 日 新潟県新潟市 キンクロハジロ１羽（死亡野鳥） 

・11 月 3 日 岩手県盛岡市 オオハクチョウ１羽（死亡野鳥） 

！回収された野鳥から HPAI ウイルス検出（H5 亜型）！ 
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【発生概要】 

発生農場：北海道旭川市 採卵鶏 約４万４千羽飼養 

 

・１１月１１日、死亡羽数が増加している旨の通報があり、立入検査

を実施したところ、簡易検査で陽性を確認。 

・１１月１２日、遺伝子検査を実施し、疑似患畜確認。 

家きん農場での発生が相次いでいます！ 
警戒を高めるとともに、ウイルス侵入を防ぐために以下の項目を再徹底して
ください。 

鶏に異状が認められた際は速やかに当所まで通報を！ 
庄内家畜保健衛生所０２３５－６８－２１５１ 

（夜間・休日は携帯に転送されます） 

① 衛⽣管理区域に⽴ち⼊る者の⼿指消毒など 
② 衛⽣管理区域専⽤の⾐服・靴の設置、使⽤ 
③ 衛⽣管理区域に⽴ち⼊る⾞両消毒など 
④ 鶏舎に⽴ち⼊る者の⼿指消毒など 
⑤ 鶏舎ごとの専⽤の靴の設置、使⽤ 
⑥ 野⽣動物の侵⼊防⽌のための⾦網・ネットの点検、修繕 
⑦ ねずみ及びハエ等害虫の駆除 

また、東北地方の野鳥でも HPAI ウイルスが検出されています。 


